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八信会「新年互礼会」開催 

 

八信会の「新年互礼会」が４年ぶりに市内各地で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加我会長 

白鳥八信会 1 月２６日（金）開催 

古川会長 

美並八信会 1 月２８日（日）開催 

八信会（本店、和良、小野）1 月６日（土）開催 

岸山会長 

畑中会長 

八信大和会 1 月８日（月・祝）開催 

蓑島会長 

高鷲八信会 1 月 1７日（水）開催 
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新春講演会「『心の宝石』～混迷と変化の時代を生きる～」開催 
 

１月１９日（金）本店６階大会議室において、日蓮宗大

乗山法音寺 主管 渡辺義彰氏をお招きして「『心の宝石』

～混迷と変化の時代を生きる～」と題した講演会を開催

し、顧問、理事・監事、部長、営業店長等総勢３６名が聴

講しました。 

講演会で渡辺主管は、私たち人間の心の在り方、日ごろ

の行いの重要さを仏教の教えをもとに分かり易く説いて

くださいました。 

中でも、日蓮上人のお言葉「蔵の財
たから

より身の財すぐれ

たり。身の財より心の財第一なり。」は、財宝よりも身体

が健康であることが大切、身体の健康よりも心が豊かで

あることが一番の宝であるとの教えであり、今を生きる

私たちにとって大きな指針となるお話でした。 

また、求めるのでなく与えることが本当の幸せであり、良い行いを続けることで心を磨

くとの教えは、「地域に役立つ信用金庫」として当金庫が果たすべき使命に通ずるもので

あると感じられました。 

当金庫はこれからも基本理念を実践し、地域経済の活性化と持続可能な地域づくりに貢

献してまいります。 
 

防犯訓練の実施について 

 

１２月１３日（水）本店営業部におい

て、年末の防犯対策の強化を図るため

郡上警察署のご協力を得て防犯訓練を

行いました。 

訓練は、郡上警察署員の方が扮する

強盗が、閉店後に店舗奥駐車場付近で

待ち伏せし、帰宅した営業担当者を人

質にとり北側通用口（融資窓口側）より侵入するという想定で行

われ、訓練に参加した役職員は、犯人を落ち着かせる話法や警察

への通報方法など、初期動作の確認を行いました。また、駐車場

にて逃走する犯人へのカラーボールの投てき訓練も実施しまし

た。 

今後も郡上警察署との連携の下、こうした模擬訓練等により防犯態勢の強化に努めてま

いります。 
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第４４回「はちしん灌花塾 ～郡上の歴史の補遺
ほ い

を学ぶ～ 」開催 
 

 

 

１２月１６日(土)第４４回「はちしん灌花塾」

が本店６階大会議室において開催されました。 

地域史家高橋教雄先生をお招きして「郡上の藩

校」と題して講義いただき、当日は当金庫の役職

員や一般参加の方４０名が受講しました。 
 

＜藩校の設立 潜龍館
せんりゅうかん

＞ 

郡上の藩校は講堂と呼ばれ、郡上藩青山氏２代

幸完
よ し さ だ

（１７７５～）によって柳町（現備前屋）に創

設された。池に潜んだ龍が飛び立つという意から

「潜龍館」と号し、教授に江村
え む ら

北海
ほ っ か い

（儒者・漢詩人）

を招聘した。北海は毎年郡上で講義し、紀行文

『濃北紀遊
の う ほ く き ゆ う

』を著
あらわ

した。 
 

＜江戸時代の八幡城絵図＞ 

漢詩集『濃北風雅
の う ほ く ふ う が

』（１７８２年著）の挿画では、八幡城を「虞城
ぐ じ ょ う

」「積翠城」とするな

ど、郡上の自然風景を漢文的に表現している。『濃北風雅』には郡上藩士の詩作１３０首

が収められている。 
 

＜海保
か い ほ

青陵
せいりょう

（１７５５～１８１７）経世家・思想家＞ 

海保青陵は宮津藩家老角田青渓
せ い け い

の長子である。父青渓は藩の財政改革を図ったが内紛に

より隠居させられた後、尾張藩に出仕した。青陵は徂徠学
そ ら い が く

と蘭学医桂川甫三
ほ さ ん

から西洋的な

合理主義を学び、安永５（１７７６）年に青山氏の儒官となった。その後退官して各地を

遊学し、加賀藩の財政改革や大商人に経世策を説くなど、実証的・機能的な経世学を樹立

した。代表著書に『稽古談
け い こ だ ん

』がある。 
 

＜江村
え む ら

北海
ほ っ か い

 伝左衛門
で ん ざ え も ん

（１７１３～１７８８）儒者・漢詩人＞ 

北海は宮津藩士江村穀庵
こ く あ ん

の嗣氏
し し

である。藩主青山幸道
よ し み ち

は北海の吏才を認め京都の留守居

役として外交や経済を任せるなど重用した。郡上藩移封の際は辞任を願ったが許されず、

郡上の潜龍館で儒学を教授した。宝暦１３（１７６３）年に退官し京都に住んだ。漢学入

門書『授業編
じゅぎょうへん

』には、“２４年間ひたすら俗吏として勤め、詩文の修行は廃棄していた”

と述懐している。 

宝暦１２（１７６２）年に刊行した『虫諫
ちゅうそう

』は虫の長を決める内容で、表面的には北海

とおぼしき人物が各虫の長所、短所を述べる寓話の形式であるが、人間の愚かさ、邪心、
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欲心を諫め、特に長となった蟋蟀
こ お ろ ぎ

の話は上に立つ者の姿勢を正す寓意であり、藩主幸
よ し

道
み ち

に

あてたものと思われる。 
 

＜青陵の記す宮津藩財政改革＞ 

青陵が文化１０（１８１０）年に刊行した『稽古談
け い こ だ ん

』には、宮津藩は財政が逼迫し、収納

米を江戸へ送らず在府の藩士は困窮していた。一方藩主青山幸
よ し

道
み ち

は癇症
かんしょう

で病気と称して遊

興に耽っていたことから、本家青山氏（丹波篠山藩）が角田青渓
せ い け い

と小出公純
こうじゅん

を家老に任じ

て財政改革を始めたが、内紛により二人は隠居させられたとある。この財政改革失敗が財

務官であった北海と青渓の子である青陵の生き方に大きな影響を与えた。 
 
＜北海没後の潜龍館＞ 

北海没（１７８８年）後、藩主幸寛
ゆ き ひ ろ

（１８１６～）が京都の儒者杉岡噸桑
と ん そ う

を儒医として

招聘した。噸桑は襄荷渓房
じ ょ う か け い ぼ う

（現三原屋付近）に住み、講堂で経書を講義した。噸桑没後、継

嗣の良策
りょうさく

が儒医、内外科医として仕官し医学も併修した。漢詩集『襄荷渓詩集』をまとめ、

文政８（１８２５）年に退官した。 
 

＜文武館
ぶ ん ぶ か ん

の設立＞ 

藩主幸哉
ゆ き し げ

（１８３８～）は江戸藩邸に講堂を設立し、安政５（１８５８）年に『西洋度量衡
ど り ょ う こ う

』

を発刊した。江戸の講堂では藩士山脇正準
せいじゅん

（軍学者・兵学者）が開港論や西洋の兵学を講

義した。正準はその後、幕府に抜擢され軍の西洋化に関わり、明治維新後は兵部省に出仕

した。 

幸哉
ゆ き し げ

は慶応元（１８６５）年に藩校「文武館」を殿町（現マルコ金物周辺）に設立した。 
 

＜文武館の教育＞ 

文武館の教授として村瀬籐
と う

城
じょう

、入山
い り や ま

謙受
け ん じ ゅ

、山田翠雨
す い う

を招聘し漢学に加え兵学と洋学を講

義し、藩士子弟を強制的に入学させた。 

教授科目は儒学、国学、兵学など多岐にわたり、とくに漢学では四書五経の素読から十

八史略の講義に進み、講義解釈は口頭で質問論考によった。藩校には督学、大教授、小教

授、寮長をおき、生徒定員はなかった。 
 

＜集成館
しゅうせいかん

の設立＞ 

文武館は明治元（１８６８）年に正式に医学、洋学を加えた「集成館」として藩主幸宜
ゆきよし

の時代に再編された。これは農兵や民兵の必要から庶民にも門戸を開き、新たに算術、医

学、洋学、天文学、音楽などを講義するためであった。 

さらに集成館は明治３（１８７０）年に軍事兼学校として再編され、皇学、洋学、練兵、

機械製造などを講義し常備隊文武校となった。督学は入山謙受、大助教は毛受、牧野、小

助教は大槻、茂原、田中であった。 
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＜医学校の併設＞ 

同年６月から種痘施療を行う医学所が設けられ、７月に医学寮、９月に医学校と改称し

た。医学校の教授は１０名であった。 

元来郡上藩の藩医は１３家あり、在国は７家（深井、水野、河野、楚、毛受、原）、江戸

は６家（中泉、林、浅井、多和田、小野、長嶋）、町医者は３名（松野玄寿
げ ん じ ゅ

、松野玄伸
げ ん し ん

、原

環
たまき

）で、医者は藩校の教授として勤めた。 
 
＜幕末の藩校は人材養成機関であった＞ 

幕末の藩校は、新しい時代を担う人材育成と医療の充実を目的として、種々の恩典制度

を設けて医学修行を奨励した。 

医学生には湊
みなと

宗有
そ う ゆ う

・忠英
ちゅうえい

、林元伸
げ ん し ん

、中泉松庵
しょうあん

などがいた。 
 
＜全国の藩校の現状と民間の教育機関＞ 

全国２７６藩のうち２１９藩に藩校があり、８５％が幕末までに設立されている。その

中で郡上藩のように医療を中心とした広範な教育を優先させた藩校は非常に少なかった。 

また、民間の教育機関としては手習い、寺子屋があったが、幕末の郡上では藩士たちや

町民たちが塾を作り、藩士から一般庶民まで教育を広げていた。 

藩校廃止（明治４年）から郡上初の小学校「桜義校
お う ぎ こ う

」が殿町（現郡上八幡まちなみ交流

館）に創設（明治６年）されるまで、入山謙受
け ん じ ゅ

の私塾「灌花塾」（※当金庫講義塾名の由

来）が郡上の教育を担った。 
 

＜貢進生
こ う し ん せ い

制度は明治３年に始まる＞ 

貢進生は明治３年に各藩からの推薦を受けて大学南校（東京大学の前身）に入学した生

徒のことで、藩からは東京出府費、書物費、諸費、合計１４２両が支給された。この他に

修学生には奨学金制度があった。 

維新時の藩費遊学生には浅井意識
い し き

、貢進生には毛受真一郎
し ん い ち ろ う

、林元策
も と か ず

、小野三貞
み つ さ だ

、長嶋隆安
た か や す

、

修学生には山脇鏡八郎
きょうはちろう

などがいた。 

集成館の運営費用は医学校を含めて年間１，０３５両で、このうち遊学費用が２０％を

占めていた。 
 
＜まとめ＞ 

最後に先生は、「幕末から明治にかけて郡上藩には、藩校をはじめ多くの私塾があり教

育を非常に大切にしていた。藩校では奨学制度を充実させ、医療や兵学など西洋の最先端

の知識と技術を取り入れるなど、自分たちで新しい時代を担う人材を教育し、藩を発展さ

せるという気概を持っていた。」と締めくくられました。 
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令和６年能登半島地震の被害に対する特別融資および被災者相談窓口について 
 

このたびの令和６年能登半島地震により被害を受けられた皆さまに心からお見舞い申

し上げます。 

当金庫では、このたびの地震により直接的または間接的に被害を受けられた事業者の

皆さまを対象に「令和６年能登半島地震の被害に対する特別融資」の取扱いを開始する

とともに、「被災者相談窓口」を開設いたしました。 

商品の詳細や、ご不明な点がございましたら各営業店窓口までお問合せください。 

 

 

 

 

 

融資形態 証書貸付 手形貸付 

お取 扱 い 

期 間 
令和６年１月５日（金）～令和６年３月２９日（金） 

お申込み 

いただける方 

令和６年能登半島地震により直接的または間接的に影響を受けられた 

法人・個人事業主の方 

お使いみち・ 

ご融資金額 
上記理由で必要となる事業資金 

ご融資期間 
１０年以内 

（最長１年間まで据置可能） 
１年以内 

ご融資利率 当金庫所定の金利となります 

連帯保証人 
法人：代表者１名 

個人：無保証 

担保・保証 原則不要 

期間 令和６年１月５日（金）～令和６年３月２９日（金） 

店舗 全店舗 

日時  平日９：００～１５：００ 

対象となる 

お客様 
法人、個人事業主 

【融資商品概要】 

【ご相談窓口】 
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令和６年能登半島地震災害義援金の取扱いについて 
 

被災された皆様には心よりお見舞い申し上げ、被災地の一日も早い復

興をお祈り申し上げます。 

当金庫では、このたびの災害に係る義援金を受付けておりますので、

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

詳しくは各営業店窓口にてお尋ねください。 

 

「バレンタインジャンボ」発売中 
 

２月１４日（水）から３月１５日（金）まで「バレンタインジャンボ

宝くじ」（第９９３回全国自治宝くじ）、「バレンタインジャンボミニ」

（第９９４回全国自治宝くじ）を発売しています。 

「ジャンボ宝くじ」は、１等賞金が２億円、前後賞が各５，０００万

円で１等・前後賞合わせて３億円となっています。 

また、「ジャンボミニ」は、１等２，０００万円が５０本、前後賞各

５００万円が１００本用意されています。ぜひ、当チャンスセンターに

てお買い求め下さい。 

 

 

 

 

 

義援金について 

寄付先 

お客様の義援金は、日本赤十字社を通じて被災都道府県に設置される義援金配分委員

会へ全額が送られ、被災地の方々の生活支援に役立てられます。 

振込依頼書には、必ず送付先「能登半島地震災害義援金」をご記入ください。  

取扱期間 ２０２４年１月１１日（木）～２０２４年６月２８日(金) 

お振込先 

信金中央金庫 本店 

別段預金 能登半島地震災害義援金口 
 

※窓口でお振込みいただく場合、手数料は無料です。 

個人情報の

共同利用に

ついて 

いただいたお客様の個人情報は、本義援金の取扱いにあたり当金庫と日本赤十字社と

の間で共同利用し、適切に管理いたします。 

※ 日本赤十字社の個人情報保護方針については、以下をご参照ください。 

日本赤十字社（https://www.jrc.or.jp/contribute/privacy/） 

その他 

≪所得税、住民税、法人税の寄付金控除の手続をとられる方へ≫ 

日本赤十字社が発行する受領証が必要な方は、振込依頼時に必ず窓口にお申し出くださ

い。お申し出のありました方には、日本赤十字社から後日、直接受領証が郵送されます。 

 バレンタインジャンボ宝くじ バレンタインジャンボ ミニ 

発 売 予 定 額 ３３０億円 １５０億円 

価 格 １枚 ３００円 

抽 せ ん 日 ３月２２日（金） 
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「新卒者応援！スタートアップキャンペーン」実施中 

 

１月４日（木）から５月３１日（金）まで「新卒者応援！スタートアップキャンペーン」

を実施しています。今回は、進路に合わせて選べる二つのプランをご用意しています。 

 

 

 

新社会人応援プラン 
 

新社会人の方、当金庫営業エリアにＵターンおよびＩターン就職をされた方で、 
当金庫で新たに「給与振込指定」（支給額全額かつ５万円以上）していただいた方。 

 

下記項目のご契約ごとに１，０００円をプレゼントします。（キャンペーン終了後に給与振込

指定口座に振込みいたします。） 

【対象項目】 

①給与振込指定（支給額全額・５万円以上）※必須 

②しんきんバンキングアプリ＋個人インターネットバンキング契約 

③しんきん VISA（JCB）カード契約 

④定期積金契約（掛込金１万円以上かつ期間３年以上） 

 

 

 
  

進学予定者応援プラン 
 

今年の春に進学予定の方（大学、専門学校等）もしくは進学決定した方、 

またはそのご家族。 
 

窓口等※で学校等へ「受験費用」や「入学金」をお振込みされる際には、振込手数料を無料

とさせていただきます。（入学金を含む振込も対象です。） 

※ＡＴＭ、ＩＢによる振込等は対象外とさせていただきます。 
 

 

 

詳しくは、各営業店窓口または営業担当者までお問い合わせ下さい。 

 

 

【キャンペーン内容】 
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経済事情について 
 

【東海３県の金融経済動向（日本銀行）】 

日本銀行名古屋支店は１月１０日（水）、東海３県（愛知、岐阜、三重）の金融経済動

向を発表しました。 

 

東海３県の景気は、緩やかに回復している。 

個人消費は、持ち直している。 

公共投資は、高めの水準で推移している。 

設備投資は、増加している。 

住宅投資は、弱い動きとなっている。 

輸出と生産は、増加基調にある。 

雇用・所得情勢は、緩やかに改善している。 

企業の業況感は、改善が続いている。 

消費者物価（除く生鮮食品）は、前年を上回っている。 

金融環境をみると、東海３県の金融機関（国内銀行、信用金庫）の預金および貸出

は、前年を上回っている。貸出約定平均金利は、新規は横ばい圏内の動きとなってい

る。また、ストックは引き続き低下傾向にある。企業倒産は、感染症拡大前の水準とな

っている。                  （出典：日本銀行名古屋支店ＨＰ） 

 
 

【中小企業景況レポート（信金中央金庫）】 

 信金中央金庫 地域・中小企業研究所は１月１５日（月）、２０２３年１０月～１２月期

の全国中小企業景気動向調査の結果を発表しました。 

 

２３年１０～１２月期（今期）の業況判断Ｄ.Ｉ.は△３．３､前期比３．７ポイント改善

し、およそ４年半ぶりの水準まで回復した。 

収益面では、前年同期比売上額判断Ｄ.Ｉ.がプラス９．５と前期比１．６ポイント低下、

同収益判断Ｄ.Ｉ.は△２．７と同０．２ポイント低下した。販売価格判断Ｄ.Ｉ.はプラス 

２７．１と２四半期続けて低下した。人手過不足判断Ｄ.Ｉ.は△27.4 と３四半期続けて人

手不足感が強まった。設備投資実施企業割合は２１．９%と前期比0.2 ポイント上昇した。

業種別の業況判断Ｄ.Ｉ.は全６業種で、地域別には全１１地域中、北海道と九州北部を除く

９地域で、それぞれ改善した。 

２４年１～３月期（来期）の予想業況判断Ｄ.Ｉ.は△８．０、今期実績比４．７ポイント

の低下を見込んでいる。業種別には全６業種で、また､地域別には全１１地域中、中国と九

州北部を除く９地域で、それぞれ低下の見通しとなっている。 

（出典：信金中央金庫 地域・中小企業研究所ＨＰ） 
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【当地域の業況判断（当金庫景況調査）】 

当金庫は１月２６日（金）、第１１５回「地元企業の景況」（２０２３年１０月～１２

月期）の調査結果を発表いたしました。 

 

全業種の業況判断Ｄ.Ｉ.(良い－悪い）は、今期（２０２３年１０月～１２月期）▲３０．０

と、前期比１６．６ポイント悪化となった。 

業種別では、農業、卸売業で改善も、その他の業種では総じて悪化となった。 

来期（２０２４年１月～３月期）の業況判断Ｄ.Ｉ.は▲３６．３と、今期比６．３ポイント

低下の小幅な悪化予想となっており、業種別にみると、小売業、飲食業で横ばいも、その他

の業種では総じて悪化の見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

業況判断指数（Ｄ.Ｉ.）推移表 

（注）「全国」「東海」は日銀短観、「 岐阜県」は株式会社日本政策金融公庫岐阜支店・多治見支店による。 
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このコーナーでは、各地区の主な「イベント情報」を掲載しています。 

文化や自然が豊かなこの地域、行ったことのないまちや場所へ行ってみる、行事に参加してみるこ

とで、私たちが暮らす『まちの良さ』を再認識してみてはいかがでしょうか？ 
 

2 月中旬～3 月上旬 

  

※掲載のイベントについて、イベント内容等が変更または中止となる場合がありますので、詳細については、各地区

市役所（振興事務所）、役場、商工会、観光協会、主催団体等のホームページまたは広報誌等でお確かめ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日 等 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 等 

２月 

開催中～ 

３月２０日（水） 
寒水の掛踊展 

郡上八幡 町屋敷 越前屋

（八幡町） 

１７日（土） 郡上八幡空き家拝見ツアー 
集合場所：町家玄麟中庭 

（八幡町） 

１７日（土）～ 

１８日（日） 

※期間中、牧歌の里の入園料無料 

第２３回郡上たかす雪まつり 

※郡上市内に雪像が設置されます。 

ホワイトピアたかす、鷲

ヶ岳スキー場、高鷲スノ

ーパーク、ダイナラン

ド、ひるがの高原スキー

場、郡上ヴァカンス村ス

キー場、牧歌の里、道の

駅 古今伝授の里やまと 

開催中～ 

２９日（木） 

※午後 5 時～午後 9 時 

郡上たかす雪まつり イルミネーシ

ョン 

高鷲観光協会事務所 

（高鷲町） 

１８日（日） 

※要予約、当日はリフト１日券

（午後券）またはキッズランド入

場券が必要です。 

ティラノサウルスレース 

TREX-RACE ～走って すべって 

みんなでおどろう！～ 

ひるがの高原スキー場 

（高鷲町） 

２１日（水）～ 

３月３１日（日） 

10：00～16：00 

※期間中、火曜日は休館日 

第１０回古今和歌集の草花展 

＆古今伝授の里の雛まつり 

古今伝授の里フィールド

ミュージアム 篠脇山荘 

（大和町） 

２５日（日） 

13:30～15：00 

郡上市医療介護連携 

市民講演会 

郡上市総合文化センター 

多目的ホール（八幡町） 

３月 
１０日（日） 

※要予約（申込締切 2/21） 
郡上市民スキー大会 ダイナランド（高鷲町） 
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当      金      庫 業       界       等 

12 月    

1日 令和 5年度ｳｲﾝﾀｰｷｬﾝﾍﾟｰﾝ実施（～R6.1/31） 1日 郡上市産業支援ｾﾝﾀｰ 第 2回運営協議会 

6日 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当者会議 

令和 5年度下期自己査定説明会 

  

7日 個人向け国債（第 165回変動 10年、第 153回固定 5年、 

第 163回固定 3年）の募集(～29日) 

７日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ通常例会 

 

  8日 八日会 定例会 

9日 令和 5年度生命保険販売における継続教育研修 

令和 5年度営業責任者及び内部管理責任者等に対する研修 

  

13日 郡上警察署協力による防犯訓練（本店営業部）（別記）   

  14日 信金中央金庫 東海地区資金運用・ﾘｽｸ管理ｾﾐﾅｰ 

  15日 長良川鉄道㈱ 第 4回定例取締役会 

16日 第 44回はちしん灌花塾（別記）   

  18日 岐阜県経済同友会 12月会員例会 

20日 令和 5年度第 9回理事会    
あずさ監査法人往査（～21日） 21日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 第 1523回通常例会 

27日 営業店内部監査ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ(荘白川支店、高鷲支店、金山支店、

大和支店、小野支店) 

  

1 月    

  5日 東海地区信用金庫協会 賀詞交換会 

6日 八信会新春互礼会（別記）   

8日 八信大和会新春互礼会   

  11日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 第 1525 回例会・新年互礼会

ﾁｬﾘﾃｨｰｵｰｸｼｮﾝ 

12日 個人向け国債（第 166回変動 10年、第 154回固定 5年、第

164回固定 3年）の募集(～31日) 

  

15日 内部監査（はちしんﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ㈱）（～17日）   

17日 高鷲八信会令和 5年度総会並びに新年互礼会 18日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ第 1526回例会 

19日 令和 5年度第 3回営業店長会議 

令和 5年度第 10回理事会 

新春講演会（別記） 

岐阜県よろず支援拠点による説明会 

岐阜県事業承継・引継ぎ支援ｾﾝﾀｰによる説明会 

  

  21日 郡上市商工会 新春経済講演会 新年異業種交流会 

  22日 岐阜県経済同友会 1月会員例会 

23日 内部管理責任者資格試験 

第二種証券外務員試験 

あずさ監査法人往査（～25日） 

  

 
 25日 岐阜県信用金庫協会 新年例会、講演会 

26日 白鳥八信会 令和 5年度総会および新年互礼会（別記） 

  

28日 美並八信会 令和 6年総会および新年互礼会（別記） 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能検定 

  

  31日 中濃法人会 理事会・新年研修会および互礼会 
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八幡信用金庫主要勘定 

（ ２ ０ ２ 4 年 １ 月 末 ）  

（百万円、％）

増減額 増減率 増減額 増減率

現 金 937 △ 69 △ 6.8 預 金 積 金 121,719 △ 259 △ 0.2

預 け 金 49,476 △ 11,779 △ 19.2 当 座 預 金 3,313 △ 117 △ 3.4

買 入 金 銭 債 権 128 △ 54 △ 29.6 普 通 預 金 40,945 1,624 4.1

有 価 証 券 54,029 10,472 24.0 貯 蓄 預 金 252 △ 1 △ 0.5

貸 出 金 31,950 △ 70 △ 0.2 通 知 預 金 180 77 74.7

割 引 手 形 93 14 17.6 別 段 預 金 1,216 24 2.0

手 形 貸 付 2,470 682 38.1 納 税 準 備 預 金 12 △ 3 △ 21.1

証 書 貸 付 27,842 △ 683 △ 2.3 （要求払計） 45,921 1,603 3.6

当 座 貸 越 1,544 △ 82 △ 5.0 定 期 預 金 72,669 △ 1,504 △ 2.0

定 期 積 金 3,128 △ 358 △ 10.2

（定期性計） 75,798 △ 1,862 △ 2.3

（単位未満切り捨て）

前年同月比
科　 　目 残  高 科　 　目 残  高

前年同月比

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1. 振込機能の利用は、別途個人インターネットバンキングの契約が必要です。 

※2. メンテナンス時間など一部で利用できない時間帯がございます。 

※3.コードが読み取れない場合は「しんきんバンキングアプリ」で検索してください。 

★アプリは App Store または Google Play ストアからダウンロードできます。 

【iPhone をご利用の方】※3           【Android をご利用の方】※3 

 

 

 

 

当金庫ではスマートフォンに専用アプリをダウンロードすることで、口座の残高照会や入

出金明細照会、振込※1等が行えるバンキングアプリサービスを取り扱っています。(キャッシ

ュカードご利用のお客様がご利用いただけます。)※2 
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営  業  店 電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 

本 店 営 業 部 （０５７５）６５－３１２１ （０５７５）６５－５１８１ 

白 鳥 支 店 （０５７５）８２－２５３６ （０５７５）８２－４８０７ 

荘 白 川 支 店 （０５７６９）５－２３３６ （０５７６９）５－２４５４ 

高 鷲 支 店 （０５７５）７２－５１３３ （０５７５）７２－５６１９ 

和 良 支 店 （０５７５）７７－２２２６ （０５７５）７７－２７３７ 

金 山 支 店 （０５７６）３２－２７７９ （０５７６）３２－２８６８ 

大 和 支 店 （０５７５）８８－３１１１ （０５７５）８８－４１２２ 

美 並 支 店 （０５７５）７９－３４５０ （０５７５）７９－３００１ 

小 野 支 店 （０５７５）６５－２９８８ （０５７５）６５－２９２０ 

 

◎ご意見・ご感想をご記入下さい。 
切 り 取 り 線 

お取引営業店名         支店 

   

当金庫では、「はちしん広報」の電子メール配信を行っています。 

メール配信をご利用いただくことにより、紙資源等を節約することができ、

地球温暖化など環境への配慮が図れるほか、スピーディーでクリアな情報提

供が可能になります。メール配信をご希望の方は、当金庫メールアドレスへ件名

を「はちしん広報 電子メール配信希望」として氏名・メールアドレスを明記のうえ

ご送信下さい。なお、ご提供いただきました氏名およびメールアドレスは「はちしん

広報」を配信する目的以外に利用いたしません。 

なお、データ容量が大きいため５ＭＢ以上が受信できるメールアドレス（ＰＣ用ア

ドレス等）を推奨いたします。また、ホームページからもご覧いただけます。 
 

☆ はちしんホームページ               ☆ はちしん公式インスタグラム 

https://www.shinkin.co.jp/hachiman/   ※当金庫の活動やお知らせ等を配信しています 

 

 

 
 

☆ はちしんメールアドレス   info@ hachimanshinkin.jp 
 

スマートフォン

からはこちら 
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